
　　　DraftSurveyは、船舶の喫水(Draft)を目視、或いは計器を使用して、船舶の排水量から浮力を計算する

　事から始まる。原点は単純に満載時の浮力と空船時の浮力の差で船舶から除かれた質量、すなわち貨物

　の数量を測量する方法である。

　　しかし、貨物が船舶から除かれるまでには時間を要する事、また、安全航海の観点から空船の喫水を深く

　するため海水を船舶内(Tank)に取り入れること等から、計測できる重量物は計測しなくてはならない。

　　満載時と空船の状態で変化しないのは、船の重さと変動が少ない潤滑油やロープ鋼材などである。

　これらは定数なので計測をしない。このように測量方法を整理すれば、一見単純な測量に思えるが、そも

　　そもDraftReading(船の水深;喫水線の目視による読み取り)その物が人の勘で決定されている事から考えても、

　この測量が交渉事も含む複雑な要素が絡むことが想像できる。蛇足であるが、DraftSurveyは、Surveyorの

　感覚に頼る測定なので、国土交通省が鑑定業務として区分している。

　　また、鑑定要素は他にも有る。Tank内の残存海水量を取り上げてみる。海水Tankの構造は船の強度を

　保つため大型船では数百個の部屋に分割されている。特に空のTankは現実的には正確な計測は出来な

　いという見解が豪州でも日本の検査会社でも認められるようになった。これも話し合いが必要である。

　　　一方、日本におけるDraftSurveyMethodは、半世以前に確立されたようであるが、その当時から一度も見

　直しがされていない。しかし、船型は積載量数千トンの時代から３０万トンの時代になっている。

　前述の事も含めて、その他の鑑定の要素から多くの矛盾が生じている。

　　小生はこのような現状が、日本側(貨物輸入者)に大きな損害を与えていると指摘し、多くの矛盾点をこの

　HomePageで説明している。

　　小生は、DraftSurveyの関係者が、正確に計測できない所は出来ない、現在のSurveyの方法に間違いが

　有る所を認めて頂き、関係者の協議によりフェアーなDraftSurveyが行われる事を期してやまない。

　　　著者の思い

　　　　　著者は、鉱石積み出し港の各所のオーストラリアのSurveyorと、意見交換をした経験がある。

　　　その時、彼らはDraftSurveyの矛盾点については、鉱石生産側に有利なるようにしなければという概念は

　　　なかった。著者も日本側が有利になる事を目的として意見交換はしていない。喫水検査は春夏秋冬、

　　　祭日も深夜も問わず実施される。そのような環境下で苦労して測量する検査には、苦労をするお互いの

　　　気持ちが分かるだけに、相手を思いやる気持ちも湧く。間違いは受け入れて頂けるはずである。

　　　　一方で、原料購入の責任者も、正しい事は正しい。間違っている事は間違っていると、損得を抜きにし

　  　て、喫水検査の過ちを正す努力が必要だと思う。人はそれぞれ置かれた立場で、できる事をするべきで

　　　あり、それが置かれた立場の者の責任だと訴える。是非、このH/Page内容を検討して頂きたい。

序　文  －　１／２

DraftSurvey(喫水検査)

①DraftReading 船の構造と物理的な現象

ポイント－２

②持ち物

水・海水

ｵｲﾙ

Constant

Hold

浮力

ポイント－１

③海水の比重 計測しない(短期的に変化なし)
船の重さは一定
(測量はしない)

DraftSurveyは①～③の項目に分類される

読者の皆様方には、誠に

申し訳ございません。

暫くの間、掲載できない事態となりました。

読者の皆様方には、誠に

申し訳ございません。

暫くの間、掲載できない事態となりました。



　船型は積載量数千トンの時代から３０万トンの時代になっている。このような状況になって、海水Tankの水

　量計測など、これjまで測定精度が問題にならなかった事も見直しが迫られていた。

　　小生はこのような現状を原料の購入側に大きな損害を与えていると指摘して、多くの矛盾点を解決して

　きた。その成果は一社で、結果的に２０億円／毎年であるが、売り上げではなく、設備投資も必要のない

　純益である。普通の企業なら大変な事である。この金銭は決して詐欺行為ではない。正確に計測できない

　とし、現在のSurveyの方法に間違いがある所は認めて頂いた結果である。

　　 著者は関係者の協議によりフェアーな議論、協議も踏まえて『著者の理論をさらに進めて頂きたい』と

　願っている。その役目は著者ではなく、これから日本を担う若い皆様方だと信じる。

序　文  －　２／２　　・・　HomePage作成の基本的スタンス

DraftSurveyの手順書
は半世紀前の物

船型の大型化
(排水量数千トン⇒３０万トン)

著者（盈）が、問題を
某社に提言した。

DraftSurveyの方法に矛盾と過ちが表面化 原料輸入側(日本国)に不利な要素ばかり

国土交通省の道
（検定会社の道）

原料購入会社の道

口頭で簡単な説明により

関係者の理解が得られる
－例ー

①船の水圧による収縮
②船の溶接による収縮

③Constantの考え方

難易度－Ⅰ

盈式DraftSurveyの実績と
解説書で改善する

－例ー
①SoundingPipe内の水面の

動きとConstantの関係。

②バラスト排出の仕組みから
Tank内に残水発生の証明

特別管理事項

第３者機関の証明書・解説

書を受領して改善をする
－例ー

①Soundingゼロの意味
②Ballast内の堆積物の計算

難易度－Ⅲ

喫水検査の測定結果をもと

に説明資料を作成すれば、

関係者の理解が得られる
－例ー

①HogSaggと平均喫水線
②バラスト排出のしくみ

難易度－Ⅱ

原料購入会社が、国土交通大臣の認可検定会社の協力を得て、損害回避(Consatnt・Tank残水交渉)

①Constantの増加(盈式海水Tank測量方法の実施)
②unPumpableBallast(残水)量の増加
③比重計のクリーン化による積載量の厳正化
④積載量の厳正化(船側と積み地Surveyorに訴える)

①積地Surveyorへの理解活動(積地側が大幅なConstant増加に懸念を抱いた時)
②Surveyorへの理解活動(盈式測量方法の是非を理解して頂く)
③Shipper立会者への理解活動(口頭の範囲)
改善活動は、新しい事なので関係者のご理解が必要です。著者は、多くの方々の暖かいご理解を得ていた。

この著書の活用ポイント

盈式DraftSurveyで問題を解決
(関係者が公平な立場から検討）

原料購入会社fは、港湾事業法により、直接ＤｒａｆｔＳｕｒｖｅｙは出来ません！。検定会社の理解を得る事が必須

読者の皆様方には、誠に

申し訳ございません。

暫くの間、掲載できない事態となりました。


